
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

行　　　事曜日

上富良野高校卒業式 １０：００～上高水１
町議会第１回定例会（予定） ９：００～役場議場木２
町議会第１回定例会（予定） ９：００～役場議場金３
町民芸術劇場「イレブン☆ナイン」
　１４：００～、１９：００～かみん土４
町民芸術劇場「イレブン☆ナイン」
　１４：００～かみん日日５
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん月６
予防接種（三種混合・麻しん・風しん）
　９：００～１０：００（受付）１３：１０～１３：３０（接種）
ヘルスコンダクター養成講習 １０：００～かみん
行政相談・心配ごと相談 １３：００～１６：００かみん
天体観測会 １９：００～西小チャレンジ天文台

火７

健康づくり運動セミナー １０：００～社教センター
いしずえ大学卒業式 １０：００～公民館水８
町議会第１回定例会（予定） ９：００～役場議場
お元気会 ９：３０～かみん木９
広報かみふらの３月１０日号発行
町議会第１回定例会（予定） ９：００～役場議場
子宮・乳がん同時検診 ７：１０かみん出発

金１０
上富良野中学校卒業式 １０：００～上中
東中中学校卒業式 １０：００～東中中
東児童館茶道教室 １０：３０～東児童館
西児童館映画会 １３：３０～西児童館

土１１

町民歩くスキー・かんじきツアー
　９：００～十勝岳地区日日１２
町議会予算特別委員会（予定） ９：００～役場議場
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん
妊婦相談 ９：００～１１：４５かみん

月１３
町議会予算特別委員会（予定） ９：００～役場議場
減る脂教室（生活習慣病予防教室） １０：００～かみん
予防接種（ポリオ・ＢＣＧ）
　９：００～１０：００（受付）１３：１０～１３：３０（接種）

火１４

町議会予算特別委員会（予定） ９：００～役場議場
高田幼稚園卒園式 ９：３０～高田幼稚園水１５
町議会予算特別委員会（予定） ９：００～役場議場木１６

３ 月のまちの行事予定
行　　　事曜日

町議会第１回定例会（予定） ９：００～役場議場
上富良野小学校卒業式 ９：４０～上小
上富良野西小学校卒業式 １０：００～西小

金１７
江幌小学校卒業式 ９：４５～江幌小
東中小学校卒業式 １０：００～東中小土１８
清富小学校卒業式 ９：００～清富小
清富小学校閉校式 １４：００～清富小日日１９
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん月２０
春分の日春分の日
自主企画芸術鑑賞事業「狂言を楽しもう！」
　午後の部 １４：３０～、夜間の部 １７：３０～かみん

火火２１
乳児健康相談（個別案内）
乳幼児健康診査（個別案内）水２２

木２３
母子通園センター修了式
　１０：３０～泉栄防災センター
すくすく離乳食・育児教室 １３：００～かみん

金２４
わかば愛育園卒園式 ９：００～わかば愛育園
西保育所修了式 １０：００～西保育所
中央保育所修了式 １１：００～中央保育所
東中保育所閉所式 １３：００～東中保育所
東児童館春休み映画会 １３：３０～東児童館
西児童館ドッチボール大会 １３：３０～西児童館

土２５

日日２６
広報かみふらの３月２５日号おしらせ版発行
定期健康相談 ９：００～１１：３０かみん
教職員離任式 ９：３０～社教センター

月２７
予防接種（三種混合・麻しん・風しん）
　９：００～１０：００（受付）１３：１０～１３：３０（接種）
農業委員会総会 １３：３０～役場

火２８

水２９

木３０

金３１

おおおおおおおおおしししししししししらららららららららせせせせせせせせせ版版版版版版版版版
広報

かみふらの

■ 発行・編集 ■
上富良野町役場 総務課 情報管理班

��６４００　��５３６２

２００６２/２５№５６１

http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp（行政）ホームページ
http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp（観光）
johohan@town.kamifurano.lg.jpＥ メ ー ル

忘れずに３月３１日（金）までに納めましょう。
・介護保険料（第９期）
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富
良
野
警
察
署�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番�
�
２
０
３
９

平成１８年
２月号

１月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月15日は月15日は『道民交通安全の日』『道民交通安全の日』

(＋１４：人身事故発生件数
(±００：死 者 数
(＋２６：傷 者 数
(＋４６：物 損 件 数

上 富 良 野 町 の
事 件 発 生 件 数

（１月１日～３１日現在）
３件☆車上ねらい
３件計

募
集
し
ま
す

▼
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
写
真
整
理
コ
ー
ス

　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
に
対
応
し
て

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9

　

一
昨
年
よ
り
、
上
富
良
野
交
番
管
内
に
お
い
て
、
振

り
込
め
詐
欺
あ
る
い
は
、
死
亡
し
た
家
族
の
残
し
た
残

債
・
有
料
利
用
サ
イ
ト
の
架
空
請
求
等
が
、
ハ
ガ
キ
や

携
帯
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
請
求
さ
れ
る
と
い
う
相
談
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
に
こ
の
よ
う
な
請
求
が

あ
っ
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

◎
電
話
が
来
て
も
相
手
の
ペ
ー
ス
に

　

飲
み
込
ま
れ
ず
き
っ
ぱ
り
拒
否
。

◎
す
ぐ
に　

番
を
。

１１０

◎
ハ
ガ
キ
が
来
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
の
如
何
に
問
わ

ず
、
交
番
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く

水
道
の
開
閉
栓
の
手
続
き

建
設
水
道
課 
上
下
水
道
班

�
�
６
９
８
２

　

転
出
・
転
居
・
長
期
不
在
な
ど
で

水
道
を
使
用
し
な
く
な
る
と
き
、
転

入
な
ど
で
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る

と
き
、
水
道
の
使
用
者
に
変
更
が
あ

る
と
き
は
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
お
早
め
に
建
設
水
道
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

町
民
農
園

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

�
�
６
９
８
４

　

町
民
の
皆
様
に
体
験
農
園
と
し

て
、
土
地
を
開
放
し
ま
す
。

　

種
ま
き
・
作
物
管
理
・
収
穫
ま
で

を
楽
し
み
、
地
場
農
産
物
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
収
穫
の
喜
び
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

場
所　

上
富
良
野
町
丘
町
３
丁
目

　
（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
向
か
い
）

募
集
区
画　
　

区
画　

１
戸
当
り

２０

　

１
区
画　�
（
約　

坪
７�
×
７�
）

４９

１５

貸
付
期
間　

平
成　

年
５
月
か
ら　

１８

１０

月
末
ま
で

募
集
期
間　

平
成　

年
３
月　

日

１８

１３

（
月
）か
ら
４
月　

日（
金
）ま
で

１４

申
込
み
先　

役
場
産
業
振
興
課
農
業

振
興
班

そ
の
他

◎
希
望
者
が　

名
を
超
え
た
場
合
は

２０

抽
選
に
な
り
ま
す
。

◎
区
画
の
割
当
に
つ
い
て
は
抽
選
し

ま
す
。

◎
作
物
は
一
年
生
の
も
の
に
限
り
ま

す
。（
多
年
生
及
び
永
年
性
作
物
は

植
え
ら
れ
ま
せ
ん
。）

◎
耕
起
及
び
整
地
は
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
が
行
い
ま
す
。

◎
作
業
で
使
用
す
る
道
具
類
は
各
自

で
ご
用
意
願
い
ま
す
。

◎
水
道
料
等
の
経
費
に
つ
い
て
は
負

担
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

雑
草
処
理
等
、
他
の
利
用
者
へ
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

ライスセンター

道
々
上
富
良
野
旭
中
富
良
野
線

⇒

⇒

東中

駐
　
屯
　
地

町民農園

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

市街

い
る
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
Ｘ
Ｐ
の
機
能
を
使
い
写
真
の

整
理
と
印
刷
の
仕
方
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｗ

へ
の
保
存
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

・　

日（
火
・
木
）

１４

１６

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　
　

名
１０

受
講
料　

３
千　

円
５００

会
場　

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
富
良
野
市
西
麻
町
１
番
１
号
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

�

�

�

�

�������������

�������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
鍵
」
を
必
ず

　

本
年
一
月
中
、
上
富
良
野
町
内
の
ス
ー
パ
ー
や
学

校
な
ど
の
駐
車
場
内
に
お
い
て
車
上
狙
い
が
連
続
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

短
時
間
で
も
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
車
内
に

バ
ッ
ク
等
を
置
か
ず
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
車
両
の
付
近
を
う
ろ
つ
い
た
り
、
車
内
を
の

ぞ
き
込
ん
で
い
る
不
審
な
人
や
車
を
見
た
ら　

番
通

１１０

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

安心の相談ダイヤル＃9110
困りごと相談ごとを

架空請求に注意！

「巡回連絡にご協力を」
　警察官が家庭を訪問し、非
常の場合の連絡先等をお尋ね
したり防犯指導等の「巡回連
絡」を行っています。
　ご協力をお願いします。

車上狙いに注意！車上狙いに注意！

おれだよ番号変わった
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統計調査まめ知識�　工業統計調査の利用事例

　その結果は、
①経済産業政策等への利用
　・産業施策、地域産業施策等の基礎資料
　・「地域産業集積活性化法」運用のための基礎資料
　・工業用水の使用実態の把握及び工業用水需給計
　画策定等に利用

　・製造事業所の敷地面積等の把握及び工業用地対
　策の策定に利用

　・工業団地開発計画、企業誘致施策への利用
　・鉱工業指数（ＩＩＰ）への利用
　・産業連関表及び国民経済計算（ＳＮＡ）の推計
　への利用

問合せ　総務課情報管理班　��６４００

石
狩
川
水
系
空
知
川
河
川
整
備
計
画

旭
川
開
発
建
設
部 
富
良
野
河
川
事
業
所

�
�
３
３
４
７

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

今
後
、
概
ね　

年
に
わ
た
る
空
知

３０

川（
大
臣
管
理
区
間
）の
具
体
的
な
河

川
整
備
、
維
持
に
つ
い
て
定
め
る
河

川
整
備
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
石

狩
川
水
系
空
知
川
河
川
整
備
計
画

（
原
案
）に
つ
い
て
上
富
良
野
町
に
お

住
ま
い
の
皆
様
の
意
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

○
原
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間　

３
月　

日（
金
）〜
４
月

１７

　

日（
月
）

１０
縦
覧
場
所

・
上
富
良
野
町
役
場
１
Ｆ
町
民
ホ
ー

　

ル
・
旭
川
開
発
建
設
部
富
良
野
河
川
事

　

業
所
（
富
良
野
市
西
扇
山
１
）

・
旭
川
開
発
建
設
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
原
案
の
説
明
会

日
時　

３
月　

日（
火
）　

時
〜

２８

１８

場
所　

富
良
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
富
良
野
市
弥
生
町
１
番
３
号
）

○
意
見
の
提
出
方
法

・
縦
覧
場
所
に
置
い
て
あ
る
意
見
書

に
記
入
の
上
、
備
え
付
け
の
封
書

で
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
送
付
先
等

は
用
紙
に
記
載
）

・
旭
川
開
発
建
設
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.as.hkd.m

lit.go.jp/

○
原
案
に
関
す
る
公
聴
会

日
時　

４
月　

日（
水
）　

時
〜

２６

１８

場
所　

赤
平
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
赤
平
市
泉
町
１
番
地
）

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報

（
２
０
０
６
年
１
月
）

『
概
況
』

　
　

‐
２
火
口
は
噴
煙
活
動
が
活
発
で

６２
高
温
の
状
態
が
続
い
て
い
る
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
火
山
活
動
は
引
き
続
き
や
や

活
発
な
状
態
で
す
。
火
口
近
傍
で
は
注

意
が
必
要
で
す
。

『
地
震
お
よ
び
微
動
の
発
生
状
況
』

　

火
山
性
地
震
は
１
日
あ
た
り
０
〜
４

回
と
少
な
い
状
態
で
経
過
し
ま
し
た
。

　

火
山
性
微
動
は
観
測
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

『
噴
煙
の
状
況
』

　
　

‐
２
火
口
で
は
活
発
な
噴
煙
活
動

６２
が
続
い
て
い
ま
す
。
噴
煙
は
白
色
で
高

さ
は
火
口
縁
上
お
お
む
ね　

ｍ
で
経
過

２００

し
ま
し
た
。

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

　

G
P
S
連
続
観
測
で
は
、
火
山
活
動

に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
変
動
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

�
０
１
６
６�
６
３
６
８

②白書等への利用
　・各種白書、道勢要覧等における利用
③他の統計等への利用
　・各種統計調査を実施するための基礎情報の提供
　・激甚災害に対処するための基礎資料への利用
④産業界等での利用
　・企業、大学、研究機関、国際機関等での利用
　　がされています。

　詳しくは経済産業省ホームページ「統計」
　http://www.meti.go.jp/statistics/index.html　
　をご覧ください。

　毎年12月31日現在で製造業を営む事業所について調査を行っている「工業統計調査」の結果はどのように利
用されているのでしょうか。

変
更
に
な
り
ま
す

水
道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
の
様
式

建
設
水
道
課 
上
下
水
道
班

�
�
６
９
８
２

　

平
成　

年
４
月
分
か
ら
、
水
道
シ

１８

ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
水
道
使
用
水
量

の
お
知
ら
せ
の
様
式
が
、
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
は
、
記
載
さ
れ
て

い
る
振
替
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
振

替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
方
は
、
後
日
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
ま

で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。



�

住
民
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
の
結
果
に
つ
い
て

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののののののの
滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
にににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

町
税
等
の
滞
納
者
に
対
す
る

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
ササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススススススススススス
のののののののののののののののののののの
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限
措措措措措措措措措措措措措措措措措措措措
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
にににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
））））））））））））））））））））

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る
条
例
（
案
）

意
見
①　

条
例
の
制
定
に
賛
成
で
あ

る
。
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

差
し
押
え
等
の
強
制
処
分
を
速
や

か
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
保
育

料
、
介
護
保
険
料
、
町
営
住
宅
使

用
料
、
上
下
水
道
料
の
滞
納
は
理

解
で
き
な
い
。
担
当
班
の
徴
収
努

力
を
強
く
望
み
た
い
。

�
町
の
考
え
方

　

町
税
等
の
収
入
は
、
住
民
生
活
に

必
要
な
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
基
本
的
な
財
源
で
あ
り
、
こ
の

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
今

後
も
関
係
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

滞
納
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
悪
質
滞
納
者
に
対

す
る
強
制
処
分
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

意
見
②　

税
を
納
め
て
い
な
い
の
だ

か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
制
限
さ
れ
る
の

は
当
然
と
思
う
。
ま
た
納
め
た
町

税
を
適
切
に
使
う
の
も
町
の
責
任

で
あ
る
。

�
町
の
考
え
方

　

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
が
切
迫

す
る
中
で
、
自
主
財
源
と
な
る
町

税
等
の
確
保
と
そ
の
使
い
道
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
町
税

等
を
負
担
す
る
町
民
の
皆
様
に

と
っ
て
納
得
の
い
た
だ
け
る
よ
う

議
会
等
を
通
し
て
、
透
明
性
の
あ

る
行
政
運
営
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政

運
営
に
携
わ
る
町
職
員
の
資
質
向

上
対
策
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

意
見
③　

納
税
や
使
用
料
等
は
町
民

の
義
務
で
あ
る
か
ら
、
公
正
性
を

確
保
す
る
為
に
導
入
す
る
と
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
滞
納
者
の

意
見
と
し
て
課
税
・
徴
収
の
制
度

及
び
運
用
に
関
わ
る
問
題
が
出
さ

れ
て
い
な
い
の
か
説
明
が
欲
し

い
。

�
町
の
考
え
方

　

税
及
び
税
外
収
入
の
課
税
根
拠
に

つ
い
て
は
、
各
法
律
や
条
例
等
に

基
づ
き
賦
課
し
て
い
ま
す
。
ま
た

課
税
に
あ
た
っ
て
は
、
適
切
な
課

税
客
体
を
把
握
し
、
よ
り
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
の
十
分
な
配
慮

「
町
税
等
の
滞
納
者
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
に
つ
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
と
お
り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
町
の
考
え
方
な
ど
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
徴
収
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
収
納
取
扱
金
融
機
関
の
拡

大
、
納
期
回
数
の
増
、
夜
間
・
休

日
納
税
窓
口
の
設
置
な
ど
、
納
税

者
へ
の
納
入
の
利
便
性
を
図
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、　

時
間
納
税
が

24

可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
た
体
制
整
備
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

意
見
④　

一
般
的
に
税
の
徴
収
は
優

遇
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
等
で
決
着

す
る
の
が
自
然
な
の
だ
が
、
サ
ー

ビ
ス
制
限
し
て
何
を
期
待
し
て
い

る
の
か
が
不
明
。
税
外
の
費
用
・

負
担
金
等
の
未
納
は
、
一
般
の
商

取
引
に
準
じ
未
納
に
関
わ
る
項
目

の
制
限
の
み
で
公
平
性
の
問
題
は

な
い
と
考
え
る
。

�
こ
の
制
限
措
置
で
町
の
サ
ー
ビ
ス
作

業
が
逓
減
さ
れ
る
の
か
疑
問
。
→
町

の
経
費
節
減
・
効
率
化
の
説
明
が
足

り
な
い
。

�
制
限
を
受
け
る
こ
と
で
未
納
を
正
当

化
す
る
心
配
が
あ
る
。

�
税
が
個
人
利
益
の
目
的
に
使
わ
れ
る

よ
う
な
疑
惑
や
、
為
政
者
・
町
職
員

に
不
正
が
疑
わ
れ
た
ら
と
て
も
支
払

う
気
に
な
ら
な
い
。

�
町
の
考
え
方

　

税
金
に
限
ら
ず
介
護
保
険
料
、

保
育
料
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金

な
ど
も
、
法
に
基
づ
き
差
押
等
の

強
制
執
行
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
公
営
住
宅
使
用

料
、
水
道
料
金
等
も
訴
訟
に
よ
り

強
制
執
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
条
例
に
は
、
町
税
等
の
滞

納
者
に
対
す
る
滞
納
処
分
の
手
続

き
を
厳
正
に
行
な
う
こ
と
を
町
の

責
務
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
強
制
執

行
に
は
、
財
産
調
査
や
訴
訟
等
の

手
続
き
に
多
く
の
時
間
や
労
力
、

費
用
等
を
要
す
る
事
か
ら
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
に
基

づ
く
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
行
な

い
つ
つ
、
町
独
自
の
滞
納
対
策
と

し
て
、
こ
の
条
例
を
施
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
効
率
的
な
滞
納
整
理

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

意
見
⑤　

未
納
は
行
政
に
対
す
る

不
平
・
不
満
・
不
信
と
行
政
の
未

熟
が
重
な
っ
た
も
の
が
大
半
と
考

え
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
町
行

政
の
透
明
化
が
課
題
で
あ
る
。

�
町
行
政
は
様
々
な
問
題
に
対
し
て
誰

が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
ど
う
措
置

し
た
の
か
分
か
り
易
い
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
て
欲
し
い
。

�
町
行
政
の
役
割
や
５
年
か
ら　

年
先

１０

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
や
問
題
処
理
の
優

先
順
位
な
ど
、
住
民
と
の
対
話
材
料

を
用
い
て
町
業
務
に
注
目
さ
せ
、
住

民
を
取
り
込
む
努
力
が
欲
し
い
。

�
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
す
る
に

は
、
町
全
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要

と
考
え
る
。

�
町
の
考
え
方

　

税
及
び
税
外
収
入
の
滞
納
の
理
由

は
様
々
で
す
が
、
滞
納
の
主
な
理

由
と
し
て
は
、
①
長
引
く
景
気
の

低
迷
等
に
よ
り
経
営
所
得
の
低

下
、
勤
労
者
の
雇
用
情
勢
・
就
業

環
境
の
悪
化
②
未
納
者
の
転
出
の

増
加
③
負
担
能
力
が
低
い
社
会
保

険
離
脱
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
増
加
④
若
年
層
の
低
い
納

税
意
識
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
増
加
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
滞
納
の
主
な
理
由

と
し
て
、
行
政
に
対
す
る
不
平
・

不
満
・
不
信
等
に
よ
る
理
由
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
町
と
し
て

も
、
こ
の
よ
う
な
理
由
で
滞
納
が

増
加
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

十
分
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
町
民

と
の
情
報
共
有
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に
条
例
を
制
定
す

１８

　

る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
条
例
の
制
定
を
3

月
議
会
に
提
出
す
る
予
定
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
の
ご
意
見
や
更
に
多
く
の
町
民
・

関
係
団
体
等
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
条
例
の
制
定
は
平
成　

年
度

１８

の
早
い
時
期
に
制
定
す
る
予
定
で

す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
全
文
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
庁

舎
の
町
政
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□
募
集
期
間　

平
成　

年　

月　

日
か
ら
平
成　

年
1
月　

日

１７

１２

２６

１８

２５

□
意
見
提
出
件
数　

3
名
、
5
件

□
担
当　

税
務
課
税
務
班　
�
6
9
8
9



�

平成18年4月から
国民健康保険税を原則1年以上滞納すると、

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書資格証明書が交付されます！！

保険税は納期内に納めま保険税は納期内に納めましょしょう！う！

納付が困難な時は、
まず
ご相談ください！！

  お問合せは、
  税務課税務班�6989

「資格証明書の交付及び保険給付の差し
止め」の措置は、平成１２年の国民健康保険
法の改正で、特別の事情もなく保険税を
滞納している滞納者に対しては、保険者
（町）として実施しなければならない義務
規定とされています。

① 納期限を過ぎると
　督促が行われます。延滞
金などを徴収される場合が
ありますので、速やかに納
めましょう。

② それでも納めないでいると
　通常の被保険証の代わりに、短期被
保険者証が交付されます。

＊短期被保険者証とは
　通常の被保険証より有効期間の短い保
険証です。頻繁に更新手続きが必要にな
ります。

③ 納期限から1年間を過ぎると
　被保険証を返してもらい、代わりに
被保険者資格証明書が交付されます。

＊被保険者資格証明書とは
　資格証明書により、お医者さんにか
かった場合は、医療費を全額自己負担し
た後に払い戻しの申請をする必要があり
ます。なお、滞納が解消するまでは、国
保の給付は差し止めとなります。

●以上の措置がとられても、その間の
保険税の納付義務はなくなりません。

�

�

�

▼▼

「被保険者資格証明書」とは・・・
　国保の加入者の資格があることを証明するだけのものです。
例えば、骨折し入院すると、かかる医療費は平均で約９０万円

通常の被保険証だと… 「被保険者資格証明証」だと…

3～69歳の人の場合、医療費は３割負
担なので、病院窓口での負担は27万円

更に高額療養費の支給が受けられるの
で、最終的な負担額は約8万円（一般の方）

▼

９０万円
全額自己負担！！

★後日、国保への申請により、
保険給付分の払い戻しが受けら
れますが、その金額から滞納保
険税を支払うことになります。

�
�

●震災、風水害、火災、 そ
　の他これに類する災害
　によって財産について
　大きな損失を被った時

●世帯主又は生計を同じ
　くする親族が、病気や
　けがをしたり、盗難に
　あったりした時

●失業などにより所得が
　なくなった時

　やむを得ない事情により保険税の納付が困難な場合は、申請により保険税の
分割納付などが認められる場合があります。
　納付に困った時は滞納のままにせず、担当窓口にご相談ください。　

<やむを得ない事情>とは

保険税を確実に納めるために、口座振替が便利で確実です。ぜひご利用くだ保険税を確実に納めるために、口座振替が便利で確実です。ぜひご利用くだささい。い。

⑤ これらの措置を受けても、
    なお納めないでいると
�財産の差し押さえの処分などを受
　ける場合があります。
�介護保険についても、給付制限を受
　ける場合があります。

④ 納期限から1年6   
     か月を過ぎると
　差し止められた保険
給付額から、滞納分が
差し引かれます。
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け
で
す
。
一
般
的
に
痛
み
を
伴
わ
な
い
こ

と
が
多
く
、
見
つ
か
る
き
っ
か
け
は
入
浴
時

や
自
己
検
診
で
の
も
の
が
多
い
で
す
。
あ

る
程
度
進
行
し
た
典
型
的
な
乳
癌
で
は
皮

膚
に
え
く
ぼ
の
よ
う
な
く
ぼ
み
が
見
ら
れ

ま
す
。
乳
癌
は
進
行
し
て
く
る
と
血
管
や

リ
ン
パ
管
を
通
し
て
転
移
し
ま
す
。
ま
た

非
常
に
進
行
し
た
乳
癌
で
は
皮
膚
に
潰
瘍

を
作
り
、
最
終
的
に
は
乳
房
全
体
が 
壊
死 
し

え

し

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
乳
癌
に
よ
る
死
因
は

潰
瘍
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
主
に
他
の
臓

器
へ
の
転
移
に
よ
る
も
の
で
す
。
従
っ
て

乳
房
が
壊
死
し
た
状
態
の
ま
ま
長
期
間
生

き
ら
れ
る
方
も
数
多
く
い
ま
す
。

乳
癌
の
治
療

　

乳
癌
の
治
療
の
基
本
は
手
術
療
法
で
す
。

以
前
は
乳
房
全
体
を
取
り
、
周
辺
の
リ
ン
パ

節
を
で
き
る
だ
け
と
る
方
法
が
主
流
で
し

た
が
、
現
在
は
早
期
の
も
の
で
は
乳
房
を
部

分
的
に
取
り
、
で
き
る
だ
け
元
の
乳
房
の
形

を
維
持
し
て
、
あ
と
は
化
学
療
法
（
抗
ガ
ン

剤
に
よ
る
治
療
）
や
放
射
線
療
法
、
ホ
ル
モ

ン
療
法
を
組
み
合
わ
せ
る
治
療
が
一
般
的

と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
の
も
の
で
は
治

療
後　

％
程
度
が
再
発
せ
ず
に
治
り
ま
す
。

９０

最
近
は
化
学
療
法
が
進
歩
し
て
き
て
い
る

た
め
、
他
臓
器
に
転
移
し
て
い
る
よ
う
な
進

行
乳
癌
で
も　

年
以
上
生
存
さ
れ
る
方
も

１０

か
な
り
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
的
に
乳
癌

が
癌
の
中
で
は
比
較
的
性
質
が
良
く
、
発
育

が
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し

逆
に
発
育
が
遅
い
分
、
治
療
後
の
観
察
期
間

　

乳
癌
は
乳
房
に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
で
、　
３５

歳
以
上
の
女
性
の
千
人
に
一
人
が
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
症
状
は
乳
房
の

し
こ
り
だ
け
で
す
が
、
進
行
す
る
と
肝
臓
、

肺
、
皮
膚
、
脳
、
骨
な
ど
に
転
移
し
、
命
を

奪
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

乳
癌
は
多
く
は　

代
か
ら　

代
の
女
性
に

４０

５０

よ
く
起
き
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
は　

代
か
ら

１０

　

代
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
出
産
数

９０が
少
な
い
人
、
授
乳
歴
の
少
な
い
人
に
多

く
、
初
潮
年
齢
が
低
く
閉
経
年
齢
が
高
い
人

に
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
乳
癌

の
発
生
に
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
関
与
し
て
い
る

た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
だ
け
に
で

き
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
わ

ず
か
な
が
ら
男
性
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

り
、
全
乳
癌
中
の
０
・
６
％
は
男
性
に
起
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

乳
癌
の
症
状

　

乳
癌
の
最
初
の
症
状
は
乳
房
の
し
こ
り
だ

は
他
の
癌
よ
り
も
長
く
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

自
己
検
診
の
す
す
め

　

乳
癌
は
な
ん
と
言
っ
て
も
早
期
発
見
が
重

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
定
期
的
に
（
年
に
１

回
程
度
）
乳
癌
検
診
を
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
己
検
診
を
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
実
は
乳
癌
の　

％
が
自
己
検

８０

診
で
見
つ
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
自
己
検
診
の
方
法
を
書
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
実
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１　

鏡
の
前
に
立
ち
乳
房
に
く
ぼ
み
な
ど
が

な
い
か
、
左
右
に
極
端
な
形
の
違
い
が
な

い
か
ど
う
か
見
る
。

 
２　

手
に
石
け
ん
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
つ

け
、
人
差
し
指
、
中
指
、
薬
指
の
指
の
腹

で
乳
房
を 
肋
骨 
の
方
へ
押
し
つ
け
、
全
体

ろ
っ
こ
つ

�

「乳 癌 」
がん

外科医長　兼古 　稔
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を
く
ま
な
く
触
る
。

３　

脇
の
下
も
触
る
。

４　

乳
首
を
つ
ま
ん
で
み
て
、
異
常
な
分
泌

（
授
乳
し
て
い
な
い
の
に
分
泌
す
る
こ

と
）
が
な
い
か
ど
う
か
見
る
。

　

乳
癌
は
乳
房
の
中
に
か
な
り
固
い
し
こ
り

と
し
て
触
れ
ま
す
。
月
に
１
度
程
度
、
閉
経

前
の
方
で
は
月
経
直
後
の
時
期
に
行
う
の
が

最
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　

乳
癌
か
な
と
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
外
科
外

来
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
当
院
で
も
Ｘ
線

検
査
、
超
音
波
検
査
、
細
胞
診
検
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

まず座った状態で指の腹を使い、乳房をまん
べんなく触ります。腕を上げた状態と下げた
状態の両方で触りましょう。

図１Ａ 図１Ｂ

図３ 図２

最後にやはり寝た状態で乳
房を内側から外側にこする
ようにして触ります。

次に寝た状態で腕を上げ乳
房の内側を外から中へこす
るように触ります。


